
第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕

 次の問題Ａについて考えよう。

問題Ａ 関数 y＝ sin θ＋ �� cos θ���≦ θ≦
π

�
�
	の最大値を求めよ。

sin
π

ア
＝ �

�
� ，cos

π

ア
＝
�
�

であるから，三角関数の合成により

y＝ イ sin
�
�θ＋

π

ア

�
	

と変形できる。よって，yは θ＝
π

ウ
で最大値 エ をとる。

 pを定数とし，次の問題Ｂについて考えよう。

問題Ｂ 関数 y＝ sin θ＋ p cos θ���≦ θ≦
π

�
�
	の最大値を求めよ。


 p＝�のとき，yは θ＝ π

オ
で最大値 カ をとる。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（１７ページ参照。）数学Ⅱ・数学Ｂ

― １８ ― （２６０５―１８）



























































































































































































































































� p＞�のときは，加法定理

cos（θ－ α）＝ cos θ cos α＋ sin θ sin α

を用いると

y＝ sin θ＋ p cos θ＝� キ cos（θ－ α）

と表すことができる。ただし，αは

sin α＝
ク

� キ
，cos α＝

ケ

� キ
，�＜ α＜ π

�

を 満 た す も の と す る。こ の と き，yは θ＝ コ で 最 大 値

� サ をとる。

� p＜�のとき，yは θ＝ シ で最大値 ス をとる。

キ ～ ケ ， サ ， ス の解答群（同じものを繰り返

し選んでもよい。）

� －� � � 	 － p


 p � �－ p � �＋ p

 － p２ � p２ � �－ p２

� �＋ p２ � （�－ p）２ � （�＋ p）２

コ ， シ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� � � α 	 π

�

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― １９ ― （２６０５―１９）






































































































































































































































































































































